
日
精
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
い
て

木

浮

達

島
智
良
師
、
唯
誠
院
uH
一
精
上
人
仁
つ
い
て
は
、
世
既
に
定
評
の
あ
る
所
で
今
乙
＼
に
詳
記
す
る
の
要
は
ゐ
る
ま
い
、

身
延
山
史
に
は
「
師
は
貨
に
近
古
を
通
じ
組
山
の
生
め
る
高
借
の
一
た
b
」
と
あ
る
。

乙
の
一
事
に
見
る
も
、
凡
そ
上
人
が
凡
物
で
な
か
っ
た
事
は
明
確
で
あ
る
。

宣
な
る
か
な
、
上
人
を
追
慕
す
る
人
々
に
よ
っ
て
島
智
良
師
迫
慕
曾
が
組
織
さ
れ
、
島
智
良
・
師
遺
稿
及
び
小
俸
が
世

に
出
先
事
は
讃
者
の
既
に
熟
知
の
事
で
あ
る
。

A
1
や
宗
門
の
〈
自
信
が
都
門
に
参
集
し
て
、
樽
狙
折
衝
人
口
縦
蓮
衝
に
腐
心
す
る
の
肢
は
、
少
く
と
も
道
仁
志
す
も
の
、

永
歎
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
L
に
於
℃
か
我
々
は
際
主
元
政
和
備
や
本
妙
律
師
を
敬
慕
し
私
淑
し
て
還
に
高
惜
の

列
仁
入
ら
れ
た
日
精
上
人
を
追
慕
す
る
の
念
益
々
俊
烈
な
る
を
費
ゆ
る
も
の
で
あ
る
。
世
に
は
紫
衣
金
欄
に
身
を
縛
一
日
、

高
位
に
佐
す
る
借
は
あ
る
、
が
然
し
名
借
高
慣
と
し
て
其
の
名
を
永
く
青
史
に
留
む
る
者
、
果
し
て
幾
人
か
あ
ら
う
o

日
精
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
い
て

四
五



日
精
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
い
て

一
同
六

費
や
、
日
精
上
人
は
組
山
の
生
め
る
高
僧
で
あ
り
組
山
皐
徒
の
迫
慕
、
禁
ず
る
能
は
ぎ
る
の
先
師
先
徳
で
な
（
て
は

な
ら
ね
o

然
し
な
が
ら
我
等
は
不
幸
に
し
て
、
上
人
に
面
奉
す
る
事
を
得
守
、
唯
乙
れ
を
既
刊
の
書
に
見
、
生
前
上
人
と
交
遊

あ
b
し
諸
氏
、
或
は
上
人
の
敬
子
た
h
し
話
先
輩
に
聞
〈
の
み
で
あ
る
。

凡
そ
、
追
慕
思
念
す
る
者
の
常
と
し
て
、
そ
の
人
の
片
鱗
に
だ
に
鯛
れ
よ
う
ミ
勉
め
、
且
、
よ
h
深
〈
知
ら
う
と
す

る
は
自
然
の
勢
で
あ
る
。

師
逝
き
て
既
仁
十
六
年
。
我
々
は
四
方
に
尋
ね
て
、
上
人
の
書
簡
を
蒐
集
し
、
以
て
上
人
の
法
身
、
長
仁
世
を
利
し

組
山
皐
徒
の
二
陣
三
陣
の
奮
起
を
期
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
口

糞
く
は
棲
紳
讃
者
に
し
て
、
上
人
の
書
簡
を
有
せ
ら
る
＼
あ
ら
ば
、
進
λ
で
寄
投
せ
ら
れ
て
、
我
等
が
血
舶
を
成
就
せ

し
め
ら
れ
ん
事
を
。

人，こ

L

に
上
人
外
謎
者
の
一
人
大
り
し
大
阪
間
平
野
氏
に
致
せ
る
常
時
の
消
息
一
筋
を
そ
の
ま
L
認
識
し
て
上
人
の
人
絡
の
一
斑
を
似
ば
ぅ
。

身
延
よ
り
大
阪
早
野
氏
へ
奥
ふ
る
書

拝
呈
、
其
後
無
事
御
蹄
固
な
さ
れ
候
由
、
御
通
知
有
之
喜
奉
候
、
申
し
も
事
新
し
き
に
似
て
候
得
共
、
誠
に
此
度
は

不
思
議
な
命
拾
を
致
さ
れ
再
び
御
参
詣
な
さ
れ
事
夢
の
様
に
御
座
候
、
信
心
で
病
気
の
治
る
は
昔
の
事
の
様
に
思
ひ
今



の
世
に
か
、
る
話
は
迷
信
か
頑
固
の
様
に
取
り
扱
は
れ
借
も
俗
も
聾
者
よ
薬
よ
三
尋
ね
魁
る
中
に
見
事
信
心
の
徳
に
て

病
は
治
’
り
回
酉
者
ヤ
一
驚
か
し
候
な
ど
、
末
代
難
有
利
益
を
頂
き
し
事
に
候
、
上
行
菩
薩
の
利
生
愈
末
世
に
顕
は
れ
候
御
義

と
、
深
く
肝
銘
仕
候

き
て
御
登
山
中
は
小
生
不
加
減
の
鶏
め
何
の
風
情
も
仕
ら
や
却
々
積
々
御
看
護
に
預
ふ
り
候
事
何
と
も
恐
入
り
候
、

時
回
復
と
存
じ
十
四
よ

b
稽
古
引
絹
き
居
候
慮
旧
九
日
よ
0
又
々
工
合
悪
し
く
な
b
皐
校
も
致
し
か
ね
居
候
、
手
足
だ

る
く
肩
張
り
胸
肋
痛
み
机
に
寄
り
筆
取
る
事
難
く
一
時
は
何
ム
な
る
事
か
心
配
致
し
候
、
昨
日
韓
者
に
見
て
貰
ひ
し
に

神
経
痛
と
分
b
暫
〈
安
心
候
、
兎
に
角
嘗
舟
遊
ぶ
考
に
候
、
依
て
近
H
中
、
皐
校
の
運
動
曾
を
か
ね
富
士
五
山
を
廻

b

内
房
仁
て
都
合
に
よ
b
休
養
致
し
ぺ
〈
候
、
小
生
の
考
に
は
串
校
を
や
り
居
り
で
は
、

一
向
自
分
の
行
鼎
な
ら
ず
候
故

H
疋
れ
尋
に
皐
校
を
や
め
、
何
れ
か
へ
隠
れ
一
心
に
皐
行
を
は
げ
み
致
し
存
居
候
、
誠
仁
人
に
敢
へ
る
な
ど
は
我
等
の
事

に
あ
ら
や
、
先
づ
我
身
の
罪
障
消
滅
を
一
桝
b
自
身
の
梓
肢
を
願
ふ
こ
そ
本
意
な
る
仁
、
一
時
の
身
の
安
穏
に
酔
は
さ
れ
、

世
間
仁
交
り
候
事
返
す
／
＼
も
設
に
て
有
之
候
、
た
い
、
此
山
離
れ
て
は
日
朝
上
人
の
心
血
を
注
が
れ
し
著
述
の
保
存
も

な
ら
子
、
又
改
板
の
志
願
も
な
ら
ず
依
て
今
に
決
す
か
ね
居
候
、
さ
り
と
て
今
の
様
で
は
是
も
居
る
と
一
五
ふ
斗
り
に
て

事
業
の
進
捗
も
な
く
．

一
生
串
校
数
師
に
て
朽
つ
る
位
仁
候
か
、
此
の
考
書
夜
に
心
を
苦
め
終
に
此
病
引
起
せ
し
か
、

誠
に
大
決
心
、
大
勇
猛
心
な
ら
で
は
偽
道
成
b
難
し
と
は
、
初
め
て
心
付
き
候
、
身
の
出
世
や
食

λ
潟
や
串
者
に
な
る

日
締
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
い
て

四
七



日
精
上
人
書
簡
類
蒐
集
に
就
い
て

一
四
八

な
ど
は
皆
迷
に
℃
候
、
貨
の
な
－
き
山
吹
の
花
の
如
き
は
蓮
華
麗
の
精
神
な
ら
や
候
、
何
れ
内
房
に
て
も
相
談
致
し
決
心

仕
る
べ
く
候

尼
の
方
も
御
尋
ね
置
き
被
下
度
枝
山
の
横
川
へ
も
参
り
度
存
居
候

此
夏
休
に
本
妙
様
の
本
の
第
二
一
編
出
版
の
積
り
に
て
候
故
、
東
京
か
西
京
へ
出
張
致
し
べ
〈
候

御
依
頼
申
置
候
買
物
、
御
ひ
ま
相
見
℃
相
整
被
下
度
、
〆
ナ
？
の
帽
子
も
一
個
願
上
候

乾
板
に
「
繋
色
乾
板
」
と
云
ふ
の
が
あ
り
℃
、
赤
み
の
あ
る
者
も
戚
光
致
し
由
、

コ
A

御
本
章
な
ど
の
古
〈
赤
ミ
た

る
も
の
に
よ
か
る
べ
し
正
存
候
故
一
ダ

1
ス
御
願
候
、
試
み
る
ぺ
〈
候

御
崎
闘
後
御
疲
勢
も
出
で
や
候
や
、
随
分
御
大
事
な
さ
れ
度
候
、
光
識
さ
ん
’

h

お
も
御
抑
制
か
き
に
預
b
添
〈
候

六
月

l:J 

草

々

タ＇31
T~ 

良

生

早

野

様

今
日
お
一
日
に
て
初
て
御
終
に
出
候
、
随
て
疲
れ
候
、
和
国
骨
し
候
ま
L


